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276第 回日本小児科学会兵庫県地方会 尼崎 2019.2.2
治療抵抗性 眼筋型重症筋無力症 対の に してステロ

療法 行 歳女児例イドパルス を った２

洪聖媛 田中司 西山将広 永井正志、 、 、 、

坊亮輔 石田悠介 冨岡和美 村尾真理子、 、 、 、

粟野宏之 永瀬裕朗 飯島一誠、 、

276第 回日本小児科学会兵庫県地方会 尼崎 2019.2.2
体肺動脈側副血行路 肺出血 極低による をきたした
出生体重児 一例の

阿部真也 佐藤有美 芦名満理子、 、 、
福嶋祥代 大山正平 生田寿彦、 、 、
西田浩輔 藤岡一路 飯島一誠、 、

276第 回日本小児科学会兵庫県地方会 尼崎 2019.2.2
ITP特発性血小板減少性紫斑病 母体 出生 生より し（ ） 、

後 新生児受動免疫性血小板減少症 呈 姉妹例に を した
三上華奈 阿部真也 芦名満理子 福嶋祥代、 、 、 、

生田寿彦 大山正平 西田浩輔 藤岡一路 飯島一誠、 、 、 、

276第 回日本小児科学会兵庫県地方会 尼崎 2019.2.2
Hb2.3g/dL予防接種 際 顔面蒼白 指摘の に を され で

1 6歳 月女児あった か
林佳菜恵 植村優 石河慎也 髙藤哲 森健、 、 、 、 、
西村範行 飯島一誠、

37第 回周産期学シンポジウム 大阪 2019.2.8-9
治療 難治性疾患 症候性先天性へのアプローチ サ～ ～　

感染症 対 胎児治療 新生児治イトメガロウイルス に する と
療

谷村憲司 内田明子 森實真由美、 、 、
西田浩輔 藤岡一路 森岡一朗、 、 、
峰松俊夫 山田秀人、

65第 回日本小児神経学会近畿地方会 大阪 2019.3.2
溶血性尿毒症症候群発症 同時 脳症 発症と に を した
一例

徳元翔一 山口宏 豊嶋大作 丸山あずさ、 、 、 、
黒澤寛史 稲熊洋祐 堀之内智子 貝藤裕史、 、 、 、
永瀬裕朗 飯島一誠、

65第 回日本小児神経学会近畿地方会 大阪 2019.3.2
TIMM8A Mohr-遺伝子 新規変異 同定に を した
Tranebjaerg症候群 男児例の

石田悠介 永井正志 坊亮輔 冨岡和美、 、 、 、

村尾真理子 田中司 西山将広 粟野宏之、 、 、 、

永瀬裕朗 佐伯啓介 森貞直哉 飯島一誠、 、 、

41第 回日本造血細胞移植学会総会 大阪 2019.3.9
移植後 混合 対 投与 奏の キメラに してデキサメサゾン が

3 1効 家族性血球貪食 組織球症 型 例した リンパ の
植村優 森健 髙藤哲 藤岡一路、 、 、 、
八角高裕 西村範行 飯島一誠、 、

32第 回近畿小児科学会 京都 2019.3.17
CMV妊娠経過中 感染 疑 出生後多彩 症状に を われず な

CMV 1呈 診断 至 症候性先天性 感染症 例を し に った の

林佳菜恵 大山正平 阿部真也、 、 、
芦名満理子 福嶋祥代 生田寿彦、 、 、
西田浩輔 藤岡一路 飯島一誠、 、

32第 回近畿小児科学会 京都 2019.3.17
胎児期 嚢胞性病変 認 出生後 巨大 混から を め に な、
合型脈管奇形 診断 一例と された

阿部真也 芦名満理子 福嶋祥代 大山正平、 、 、 、

生田寿彦 西田浩輔 藤岡一路 會田洋輔、 、 、 、

大片祐一 尾藤祐子 飯島一誠、 、

122第 回日本小児科学会学術集会 金沢 2019.4.19
Double-J化学療法中 発症 水腎症 対に した に し カ

ALL留置 要 男児テーテル を した
植村優 森健 髙藤哲 西村範行 飯島一誠、 、 、 、

122第 回日本小児科学会学術集会 金沢 2019.4.19
ADH腎生検後 上昇 生理食塩水輸液 安全性の と の

関 検討に する
石河慎也 野津寛大 青砥悠哉 榊原菜々、 、 、 、
長野智那 南川将吾 山村智彦 飯島一誠、 、 、

122第 回日本小児科学会学術集会 金沢 2019.4.19 20多嚢胞性異形成腎 症例 臨床的検討の
堀之内智子 貝藤裕史 稲熊洋祐 森貞直哉、 、 、 、
飯島一誠 田中亮二郎、

122第 回日本小児科学会学術集会 金沢 2019.4.19
/先天性 乳児 抵抗性および ステロイド ネフローゼ

症候群 網羅的遺伝子診断における
長野智那 野津寛大 青砥悠哉 石河慎也 榊原菜々、 、 、 、 、
南川将吾 山村智彦 飯島一誠、 、

122第 回日本小児科学会学術集会 金沢 2019.4.20
幼児期 治療 開始 脊髄性筋からヌシネルセン を した

3 2萎縮症 型 例 経過の の

永井正志 粟野宏之 坊亮輔 村尾真理子、 、 、 、

石田悠介 冨岡和美 田中司 西山将広、 、 、 、

永瀬裕朗 西尾久英 飯島一誠、 、

122第 回日本小児科学会学術集会 金沢 2019.4.20
Pros and Cons Round 1特別企画 企画 小児 維持の「 」「 　

輸液療法 考 敢 考 直を える いま えて え す〜 、 〜」
野津寛大

122第 回日本小児科学会学術集会 金沢 2019.4.21
特別企画 小児科学研究 進これからの をどのように める「

physician-scientist活躍 先輩小児科か する からのメッセ；
ジ－ 」

野津寛大

122第 回日本小児科学会学術集会 金沢 2019.4.19-21
small for gestational age(SGA)重症 児 尿における

道下裂合併例 実態調査の

芦名満理子 阿部真也 福嶋祥代、 、 、
大山正平 生田寿彦 西田浩輔、 、 、
藤岡一路 五百蔵智明 芳本誠司 飯島一誠、 、 、

122第 回日本小児科学会学術集会 金沢 2019.4.19-21
日本 妊婦 母子感染 対 認識の における に する および
知識 年次推移の

福嶋祥代 阿部真也 芦名満理子、 、 、
生田寿彦 大山正平 西田浩輔、 、 、
藤岡一路 飯島一誠 山田秀人、 、

122第 回日本小児科学会学術集会 金沢 2019.4.19-21
及 患者検体 用 胎便性腹膜モデルマウス び を いた

炎 病態解明 新規治療法 開発の と の
藤岡一路 芦名満理子 宮内玄徳、 、

277第 回日本小児科学会兵庫県地方会 神戸 2019.5.11
胃腸炎罹患後 低血糖発作 中鎖に をおこした アシル
CoA MCAD脱水素酵素 欠損症 例の（ ） １

坊亮輔 粟野宏之 永井正志 中西啓太、 、 、 、

石田悠介 冨岡和美 村尾真理子 田中司、 、 、 、

西山将広 奥谷貴弘 永瀬裕朗 飯島一誠、 、 、

277第 回日本小児科学会兵庫県地方会 神戸 2019.5.11 2最近当科 経験 上咽頭癌 例で した の 植村優 森健 髙藤哲 西村範行 飯島一誠、 、 、 、

277第 回日本小児科学会兵庫県地方会 神戸 2019.5.11 先天性表皮水疱症患児 当院 管理方法の での
金谷真吾 福嶋祥代 阿部真也 芦名満理子、 、 、 、

大山正平 生田寿彦 西田浩輔 藤岡一路、 、 、 、

吉田阿寿美 山名啓司 森沢猛 米谷昌彦 飯島一誠、 、 、 、

277第 回日本小児科学会兵庫県地方会 神戸 2019.5.11
超早産児 出生 症候性先天性として した サイトメガロ

1感染症 剖検例ウイルス の
大山正平 阿部真也 芦名満理子 福嶋祥代、 、 、 、
生田寿彦 西田浩輔 藤岡一路 飯島一誠、 、 、
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277第 回日本小児科学会兵庫県地方会 神戸 2019.5.11
溶連菌感染後急性糸球体腎炎 契機 明を に らかと

両側腎瘢痕 一例なった の
石河慎也 貝藤裕史 稲熊洋祐 田中亮二郎、 、 、

56第 回日本小児外科学会学術集会 久留米 2019.5.23
小児 開放筋生検 有用性 安全性 関における の と に

検討する

中谷太一 大片祐一 尾藤祐子 會田洋輔、 、 、 、
宮内玄徳 冨岡雄一郎 橘木由美子、 、 、
中井優美子 粟野宏之 飯島一誠、 、

56第 回日本小児外科学会学術集会 久留米 2019.5.23-25
Cecal Slurry法 用 作成 新生児腹膜炎性敗血を いて した
症 対 療法 保護効果モデルマウスに するインスリン の の
検討

宮内玄徳 藤岡一路 大片祐一 尾藤祐子、 、 、 、
會田洋輔 冨岡雄一郎 中谷太一、 、 、
橘木由美子 中井優美子、

36第 回日本産婦人科感染症学会学術集会 宮崎 2019.5.25-26
妊婦 方法論サイトメガロウイルスの スクリーニング

再考の

谷村憲司 内田明子 上中美月 今福仁美、 、 、 、
森實真由美 蝦名康彦 藤岡一路 森岡一朗、 、 、 、
峰松俊夫 山田秀人、

61第 回日本小児神経学会学術集会 名古屋 2019.5.31
小児 重積 対 脳波 下けいれん に する モニタリング ミ

昏睡療法 有効性 安全性ダゾラム の と

石田悠介 冨岡和美 田中 司 西山将広、 、 、 、

永瀬裕朗 徳元翔一 山口 宏 豊嶋大作、 、 、 、

丸山 黒澤寛史 飯島一誠あずさ、 、

61第 回日本小児神経学会学術集会 名古屋 2019.6.1
(HSES)7 出血性 脳症症候群 症例 詳細ショック の な

臨床経過 検討の
山口宏 徳元翔一 西山将広 豊嶋大作、 、 、 、
永瀬裕朗 丸山 飯島一誠あずさ、 、

61第 回日本小児神経学会学術集会 名古屋 2019.6.1
時間単位 評価 急性脳症 動態で した のサイトカイン

: 1解析 第 報

冨岡和美 西山将広 永瀬裕朗 石田悠介、 、 、 、

田中司 徳元翔一 山口宏 豊嶋大作 丸山あずさ、 、 、 、 、

黒澤寛史 多田弘子 佐久間啓 飯島一誠、 、 、

61第 回日本小児神経学会学術集会 名古屋 2019.6.1
時間単位 評価 急性脳症 動態で した のサイトカイン

: 2解析 第 報

西山将広 冨岡和美 永瀬裕朗 石田悠介 田中司、 、 、 、 、

徳元翔一 山口宏 豊嶋大作 丸山 起塚庸あずさ、 、 、 、 、

親里嘉展 高見勇一 多田弘子 佐久間啓 飯島一誠、 、 、 、

61第 回日本小児神経学会学術集会 名古屋 2019.6.1
1 歳以降 治療 開始 脊髄性筋にヌシネルセン を した

1 3 萎縮症 型 例の

永井正志 粟野宏之 坊亮輔 村尾真理子、 、 、 、

石田悠介 冨岡和美 田中司 西山将広、 、 、 、

永瀬裕朗 西尾久英 飯島一誠、 、

61第 回日本小児神経学会学術集会 名古屋 2019.6.1
A study of 6-MSITC to evaluate proteolysis inhibition 
effect in Duchenne muscular dystrophy

粟野宏之 永井正志 坊亮輔 松本真明、 、 、 、

白川卓 丸山順裕 鍋島陽一 松尾雅文 飯島一誠、 、 、 、

61第 回日本小児神経学会学術集会 名古屋 2019.6.1
The level of urinary titin of SMA patients is higher 
than that of healthy control

粟野宏之 永井正志 坊亮輔 白川卓、 、 、 、

丸山順裕 西尾久英 松尾雅文 飯島一誠、 、 、

61第 回日本小児神経学会学術集会 名古屋 2019.6.1
Three patietns with spinal muscular atrophy type 1 who 
stated nusinelsen treatment after 1-year-old

永井正志 粟野宏之 坊亮輔 村尾真理子、 、 、 、

石田悠介 冨岡和美 田中司 西山将広、 、 、 、

永瀬裕朗 西尾久英 飯島一誠、 、

61第 回日本小児神経学会学術集会 名古屋 2019.6.1
Urinary titin fragmetn in Fukuyama congenital 
muscular dystrophy

佐藤俊考 谷口直子 石黒久美子 七字美延、 、 、 、

村上 粟野宏之 白川卓 松尾雅文 永田智てるみ、 、 、 、

54第 回日本小児腎臓病学会学術集会 大阪 2019.6.7
遺伝性腎疾患 対 小児に するプレシジョンメデイスン ステロイド　

感受性 症候群 疾患感受性遺伝子ネフローゼ の

Jia Xiaoyuan飯島一誠 山村智彦 人見祐基 長野智、 、 、 、
那 堀之内智子 野津寛大 徳永勝士、 、 、

54第 回日本小児腎臓病学会学術集会 大阪 2019.6.7
遺伝性腎疾患 対に するプレシジョンメディスン

症候群 対 遺伝子標的療法 開発アルポート に する の
野津寛大 山村智彦 飯島一誠、 、

54第 回日本小児腎臓病学会学術集会 大阪 2019.6.7
遺伝性 症候群 臨床的特徴 検ネフローゼ における の
討

長野智那 野津寛大 青砥悠哉 石河慎也 榊原菜々、 、 、 、 、
南川将吾 山村智彦 飯島一誠、 、

54第 回日本小児腎臓病学会学術集会 大阪 2019.6.7
Alport 39 46常染色体劣性 症候群 家系 人 臨床遺の

伝学的検討

堀之内智子 野津寛大 石河慎也 青砥悠哉、 、 、 、

榊原菜 長野智那 南川将吾 山村智彦々、 、 、 、

貝藤裕史 森貞直哉 飯島一誠、 、

54第 回日本小児腎臓病学会学術集会 大阪 2019.6.7
単剤 加療 良好 経過 得リシノプリル による で な を た

MPGN IgA 1様 腎症 例の

石河慎也 野津寛大 青砥悠哉 榊原菜々、 、 、 、

長野智那 南川将吾 山村智彦 島 友子、 、 、 、

中西浩一 吉川徳茂 飯島一誠、 、

54第 回日本小児腎臓病学会学術集会 大阪 2019.6.7
Alport症候群モデルマウスにおけるエクソンスキッ

療法 有効性 検討ピング の の

山村智彦 野津寛大 堀之内智子 南川将吾 足立朝美、 、 、 、 、

寺川真紀 永瀬弘之 高石巨澄 大西朗之 小路貴生、 、 、 、 、

小泉誠 神田祥一郎 張田豊 嘉村美里 甲斐広文 飯島一誠、 、 、 、 、

54第 回日本小児腎臓病学会学術集会 大阪 2019.6.8
IgA小児腎疾患 現状 今後 小児のガイドラインの と 　

2.0腎症治療 版ガイドライン
野津寛大

54第 回日本小児腎臓病学会学術集会 大阪 2019.6.8 Dent Lowe病 症候群 臨床遺伝学的検討および の 榊原菜々

62第 回日本腎臓学会学術総会 名古屋 2019.6.21 Dent Lowe病 症候群 臨床遺伝学的検討および の 榊原菜々

62第 回日本腎臓学会学術集会 名古屋 2019.6.22
症候群 新 展開 症候アルポート たな アルポート— −　

群 治療 現状 今後の と− −　
野津寛大

62第 回日本腎臓学会学術集会 名古屋 2019.6.22 遺伝性 症候群 臨床的特徴 検討ネフローゼ における の 長野智那
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62第 回日本腎臓学会学術集会 名古屋 2019.6.22
NPHS1 小児 感受性 症候群は ステロイド ネフローゼ

疾患感受性遺伝子の である

山村智彦 長野智那 堀之内智子、 、 、
野津寛大 飯島一誠、

62第 回日本腎臓学会学術集会 名古屋 2019.6.23 EBM遺伝性尿細管機能異常症の 山村智彦 野津寛大 飯島一誠、 、

62第 回日本腎臓学会学術集会 名古屋 2019.6.23
見 腎臓病 症例 考 遺伝性尿ゲノムから た から える　

細管疾患
野津寛大

62第 回日本腎臓学会学術集会 名古屋 2019.6.23
Alport 39 46常染色体劣性 症候群 家系 人 臨床遺の

伝学的検討
堀之内智子 野津寛大 榊原菜 長野智那々、 、 、 、
南川将吾 山村智彦 飯島一誠、 、

121第 回日本小児精神神経学会 東京 2019.6.29
18 24 NICU修正 月 退院児 感覚特性ヵ の における～

検討の

村尾 真理子 前山 花織 万代 高木 康子ツルエ、 、 、 、

加藤 威 岡田 由香 溝渕 雅巳 北山 真次、 、 、 、

冨岡 和美 永瀬 裕朗 森岡 一朗 高田 哲 西村 範行、 、 、 、

26第 回外科侵襲 研究会とサイトカイン 神戸 2019.7.4
早産児 敗血症マウス モデルにおけるリコンビナント

敗血症保護効果トロンボモジュリンの

芦名満理子 阿部真也 福嶋祥代 宮内玄徳、 、 、 、
大山正平 生田寿彦 西田浩輔 藤岡一路、 、 、 、
篠原正和 飯島一誠、

34第 回日本Shock学会総会 津 2019.7.6
PFKFB3 LPS解糖系酵素 阻害 肺動脈血管内皮細胞は の

ROS誘導性 非依存的 抑制アポトーシスを に する
生田寿彦 宮川一也 藤岡一路 江本憲昭、 、 、

34第 回日本Shock学会総会 津 2019.7.6
高齢 反復感染 長期的 疲弊マウス モデルにおける な

IL-15機序解明 効果の と の
齋藤雅史 井上茂亮 藤岡一路 小谷穣治、 、 、

34第 回日本Shock学会総会 津 2019.7.6
胎便懸濁液 腹腔内投与 胎便性腹膜炎ヒト の による

作成モデルマウスの
芦名満理子 宮内玄徳 西田浩輔 藤岡一路、 、 、

15第 回代謝異常セミナー 東京 2019.7.13 2nd line時 検査どんな に の をおこなうか 坊亮輔

55第 回日本周産期 新生児医学会学術集会・ 松本 2019.7.13-15
30在胎 週未満 早産児 新旧黄疸治療基の における

準 管理 予後 変化による と の

山名啓司 吉田阿寿美 増田祥行 小寺孝幸、 、 、 、
森川悟 佐藤有美 森沢猛 米谷昌彦、 、 、 、
藤岡一路 飯島一誠 森岡一朗、 、

55第 回日本周産期 新生児医学会学術集会・ 松本 2019.7.13-15
35 /在胎 週未満 早産児の におけるビリルビン アルブミン

(B/A) (UB)比 関連性とアンバウンドビリルビン の
阿部真也 芦名満理子 福嶋祥代 大山正平、 、 、 、
生田寿彦 西田浩輔 藤岡一路 飯島一誠、 、 、

55第 回日本周産期 新生児医学会学術集会・ 松本 2019.7.13-15
35 /在胎 週未満 早産児の におけるビリルビン アルブミン

(B/A) UB比 用 神戸大新基準 基 治療適応を いた に づく の
予測

阿部真也 芦名満理子 福嶋祥代 生田寿彦、 、 、 、
大山正平 西田浩輔 藤岡一路 飯島一誠、 、 、

55第 回日本周産期 新生児医学会学術集会・ 松本 2019.7.13-15
LED新生児 人形 用 新規小型 光線治モデル を いた

療器 既存製品 比較の との
阿部真也 森本紗代 芦名満理子 福嶋祥代、 、 、 、

大山正平 生田寿彦 西田浩輔 藤岡一路 飯島一誠、 、 、 、

55第 回日本周産期 新生児医学会学術集会・ 松本 2019.7.13-15
先天性 感染発生 関与サイトメガロウイルス に する
臨床的 因子リスク

内田明子 谷村憲司 上中美月 森實真由美、 、 、 、

大山正平 福嶋祥代 生田寿彦 西田浩輔、 、 、 、

藤岡一路 森岡一朗 大橋正伸 山田秀人、 、 、

55第 回日本周産期 新生児医学会学術集会・ 松本 2019.7.13-15
(CMV)先天性 感染サイトメガロウイルス における

CMV (IgM/IgG)特異的抗体価 診断意義の

大山正平 福嶋祥代 生田寿彦 阿部真也、 、 、 、

芦名満理子 西田浩輔 藤岡一路、 、 、

森實真由美 谷村憲司 飯島一誠 山田秀人、 、 、

55第 回日本周産期 新生児医学会学術集会・ 松本 2019.7.13-15
Small-for-Gestational Age(SGA) SGA早産 児 性における

低身長症発症頻度 新生児期危険因子と
長野伸彦 大山正平 藤岡一路、 、 、
飯島一誠 森岡一朗、

55第 回日本周産期 新生児医学会学術集会・ 松本 2019.7.13-15
Small for gestational age正期産 児 生下時血清の を

用 酸化 検討いた ストレスの
芦名満理子 阿部真也 福嶋祥代 大山正平、 、 、 、
生田寿彦 西田浩輔 藤岡一路 飯島一誠、 、 、

55第 回日本周産期 新生児医学会学術集会・ 松本 2019.7.13-15
当院 経験 新生児偽性低 症で した アルドステロン
(Peudohypoaldosteronism:PHA)13例 検討の

西田浩輔 藤岡一路 芦名満理子、 、 、
阿部真也 福嶋祥代 大山正平、 、 、
生田寿彦 飯島一誠、

55第 回日本周産期 新生児医学会学術集会・ 松本 2019.7.13-15
胎便懸濁液 腹腔内投与 胎便性腹膜炎ヒト の による

作成 試モデルマウス の み

藤岡一路 芦名満理子 宮内玄徳、 、 、
阿部真也 福嶋祥代 大山正平、 、 、
生田寿彦 西田浩輔 飯島一誠、 、

15第 回日本 学会近畿地方会てんかん 大阪 2019.7.28
発作 出現 学習障害 原因 判てんかん の により の が

ECSWS 1 明 例した の 

本郷裕斗 冨岡和美 山口宏 石田悠介、 、 、 、
西山将広 永瀬裕朗 飯島一誠、 、

38第 回山陰救急医学会 島根 2019.8.31
小児 熱性 急性脳症の けいれん・ におけるけいれん
重積 管理の

永瀬裕朗

37第 回日本小児心身医学会学術集会 広島 2019.9.14
摂食障害児 対 保育 取 入 小児科病に する を り れた
棟 入院治療での

冨岡 和美 岡本 由美 万代 ツルエ、 、 、
北山 真次 永瀬 裕朗、

28第 回発達腎研究会 東京 2019.9.15 WT1遺伝子変異 有 軽症例 解明を する のメカニズム 長野智那



学会名 開催都市 発表日 発表タイトル 発表者名リスト

53第 回小児内分泌学会学術集会 京都 2019.9.26 祖母 診断 契機 歳時 診断 至の を に に に った３
坊亮輔 粟野宏之 井口元三、 、 、
山本雅昭 福岡秀規 高橋裕 飯島一誠、 、 、

78第 回日本癌学会学術総会 京都 2019.9.26
Expression of seven neuroblastoma-associated mRNAs is 

correlated between bone marrow and peripheral blood 

samples

Khin Kyae Mon Thwin Kyaw San Lin、 、
石田敏章 長谷川大一郎 植村優、 、 、
山本暢之 西村範行、

278第 回日本小児科学会兵庫県地方会 姫路 2019.9.28
HPA-4b抗 抗体 新生児同種免疫性血小板減による

NAIT少症 呈 同胞例を した（ ）

濵本 麻希 永井 貞之 仲宗根 瑠花 菅 秀太郎　 、 、 、 、

阿部真也 芦名満理子 福嶋祥代 生田寿彦、 、 、 、

大山正平 西田浩輔 藤岡一路 飯島一誠、 、 、

278第 回日本小児科学会兵庫県地方会 姫路 2019.9.28
生下時 発見 右頭頂葉スクリーニングエコーで した

1出血 例の

仲宗根 瑠花 永井 貞之 菅 秀太郎 阿部 真也、 、 、 、

芦名 満理子 福嶋 祥代 大山 正平 生田 寿彦、 、 、 、

西田 浩輔 藤岡 一路 飯島 一誠、 、

278第 回日本小児科学会兵庫県地方会 姫路 2019.9.28
2小児期 腎低形成 診断 新生児高に と された ミクロβ

1尿症 例グロブリン の

永井貞之 仲宗根瑠花 菅秀太郎 阿部真也、 、 、 、

芦名満理子 福嶋祥代 生田寿彦 大山正平、 、 、 、

西田浩輔 藤岡一路 山村智彦 野津寛大 飯島一誠、 、 、 、

66第 回日本小児神経学会近畿地方会 大阪 2019.10.5
4突然 右片麻痺 発症 発症 日目の で し からけいれ、

1群発 認 例ん を めた

石田悠介 山口宏 坊亮輔 冨岡和美、 、 、 、
西山将広 粟野宏之 竹田洋樹、 、 、
永瀬裕朗 飯島一誠、

278第 回日本小児科学会兵庫県地方会 姫路 2019.9.28
膿尿 契機 明 常染色体劣性多発性を に らかとなった
嚢胞腎 一例 の

石河慎也 貝藤裕史 稲熊洋祐 田中亮二郎、 、 、

18第 回日本新生児黄疸管理研究会 三宮 2019.10.5
35在胎 週未満 早産児 血清の における ビリルビン／

B/A UB比アルブミン とアンバウンドビリルビン（ ） （ ）
関連性の

阿部真也 仲宗根瑠花 永井貞之 菅秀太郎、 、 、 、
芦名 満理子 福嶋祥代 大山正平 生田寿彦、 、 、 、
西田 浩輔 藤岡 一路 飯島 一誠、 、

81第 回日本血液学会学術集会 東京 2019.10.11
Sequential analyses of multiple GATA1 mutations in a 
patient with transient abnormal myelopoiesis 

Nobuyuki Yamamoto, Akihiro Tamura, Nanako Nino, Tsutomu Toki, Takayuki 

Ichikawa, Naoko Nakatani, Sayaka Nakamura, Atsuro Saito, Aiko Kozaki, Kenji 

Kishimoto, Toshiaki Ishida, 

Dai-ichiro Hasegawa, Kiminori Terui, Etsuro Ito, Yoshiyuki Kosaka

51第 回日本小児感染症学会総会 学術集会・ 旭川 2019.10.26-27
先天性 感染児 生後サイトメガロウイルス における

MRI早期 頭部 所見の

西田浩輔 杉岡勇典 仲宗根瑠花 永井貞之、 、 、 、

菅秀太郎 阿部真也 芦名満理子 福嶋祥代、 、 、 、

大山正平 生田寿彦 藤岡一路 飯島一誠、 、 、

51第 回日本小児感染症学会総会 学術集会・ 旭川 2019.10.26-27
CMV 7胎児腹水 呈 症候性先天性 感染症を した の

例

菅秀太郎 宇保早希子 仲宗根瑠花 永井貞之、 、 、 、

阿部真也 芦名満理子 福嶋祥代 大山正平、 、 、 、

生田寿彦 西田浩輔 藤岡一路 飯島一誠、 、 、

51第 回日本小児感染症学会総会 学術集会・ 旭川 2019.10.26-27
B HBs型肝炎 母子感染予防新方式 抗体ウイルス の
獲得率

西村光司 長野伸彦 藤岡一路 山名啓司、 、 、 、
宮林寛 増永健 村林督夫 森岡一朗、 、 、

日本小児感染症学会総会 学術集会・ 旭川 2019.10.26-27 CMV 7胎児腹水 呈 症候性先天性 感染症 例を した の
菅秀太郎 宇保早希子 仲宗根瑠花 永井貞之、 、 、 、

阿部真也 芦名満理子 福嶋祥代 大山正平、 、 、 、

生田寿彦 西田浩輔 藤岡一路 飯島一誠、 、 、

61第 回日本先天代謝異常学会総会 秋田 2019.10.27
Novel alternative splicing from a common mutation of 
CTSA in galactosialidosisi in vivo and vitro

坊亮輔 粟野宏之 山村智彦、 、 、
野津寛大 飯島一誠、

61第 回日本小児神経学会学術集会 神戸 2019.10.31
有熱性難治性 重積 治療 変遷けいれん の プロトコル

短期的予後 検討による の

徳元翔一 山口宏 豊嶋大作 丸山あずさ、 、 、 、
石田悠介 冨岡和美 田中司 西山将広、 、 、 、
永瀬裕朗 飯島一誠、

53第 回日本 学会学術集会てんかん 神戸 2019.10.31
救急 集中治療 重積状態 対応・ におけるてんかん への 　

性 重積治療 持続脳波けいれん てんかん における モニタ
リング

丸山 永瀬裕朗あずさ、

53第 回日本 学会学術集会てんかん 神戸 2019.10.31
在胎週数毎 層別化 熱性 発生頻に した けいれんの

:population-based study度

西山将広 永瀬裕朗 山口宏 石田悠介、 、 、 、
冨岡和美 三品浩基 飯島一誠、 、

53第 回日本 学会学術集会てんかん 神戸 2019.10.31
小児難治 重積状態 急性期 血てんかん における の
中 推移サイトカイン

冨岡和美 西山将広 山口宏 石田悠介、 、 、 、

徳元翔一 豊嶋大作 丸山 永瀬裕朗 飯島一誠あずさ、 、 、 、

53第 回日本 学会学術集会てんかん 神戸 2019.10.31
STXBP1新規 変異 認 大田原症候群 診断を め と した

STXBP1脳症

山口宏 永瀬裕朗 西山将広 徳元翔一、 、 、 、
豊嶋大作 丸山 森貞直哉 飯島一誠あずさ、 、 、

64第 回日本人類遺伝学会 長崎 2019.11.6
遺伝子 検査 実施 最適がん パネル を する なタイミン
考グを える

豊田昌徳 田中敬子 丹羽由衣 水本紗千子、 、 、 、
國久智成 粟野宏之 飯島一誠 南博信、 、 、

64第 回日本人類遺伝学会 長崎 2019.11.6
希少遺伝性難病疾患 出生前遺伝学的検査の にお

対応 難渋 一例いて に した
田中敬子 池田真理子 平久進也 丹羽由衣、 、 、 、

豊田昌徳 粟野宏之 篠原正和 西尾久英 飯島一誠、 、 、 、

64第 回日本人類遺伝学会 長崎 2019.11.6
当院 診断 遺伝学的検査におけるコンパニオン のための

現状 遺伝 体制 再考の と カウンセリング の
丹羽由衣 田中敬子 水本紗千子 國久智成、 、 、 、
粟野宏之 豊田昌徳 飯島一誠、 、

71第 回中国四国小児科学会 島根 2019.11.10
熱性 重積管理 最適化 急性脳症 減けいれん の は を
らすのか？

永瀬裕朗

61第 回日本小児血液 学会学術集会がん 広島 2019.11.15
7高 神経芽腫 用リスク における つのマーカーを いたデジ

PCR 検出 微小残存病変 骨髄 末梢血タル で される は と で
相関する

Khin Kyae Mon Thwin植村優 石田敏章、 、 、

Kyaw San Lin 山本暢之 田村彰広 斉藤敦郎、 、 、 、

岸本健治 森健 長谷川大一郎 二野菜 子々、 、 、 、

髙藤哲 飯島一誠 西村範行、 、



学会名 開催都市 発表日 発表タイトル 発表者名リスト

61第 回日本小児血液 学会学術集会がん 広島 2019.11.14 3当院 経験 上咽頭癌 症例で した の
井上翔太郎 植村優 二野菜 子々、 、 、
髙藤哲 山本暢之 西村範行、 、 、
石田敏章 森健 小阪嘉之 飯島一誠、 、 、

61第 回日本小児血液 学会学術集会がん 広島 2019.11.15
mdx undifferentiated 自然発生マウスから した
sarcoma rhabdmyosarcomaと

髙藤哲

46第 回日本 学会学術集会マススクリーニング 那覇 2019.11.21-22
C14:1新生児 偽陽性例マススクリーニングにおける

出生後 体重減少 大では の が きい

坊亮輔 粟野宏之 西田浩輔、 、 、
藤岡一路 西山敦史 三宅理 飯島一誠、 、 、

64第 回日本新生児成育医学会 学術集会・ 鹿児島 2019.11.27
5 PIVKA生下時 日齢 高感度 測定 当院および の によるⅡ

K製剤予防投与法 妥当性 検討のビタミン の の

芦名満理子 仲宗根瑠花 永井貞之 菅秀太朗、 、 、 、

阿部真也 福嶋祥代 大山正平 生田寿彦、 、 、 、

西田浩輔 藤岡一路 飯島一誠、 、

64第 回日本新生児成育医学会 学術集会・ 鹿児島 2019.11.28
一絨毛膜二羊膜双胎 二絨毛膜二羊膜双胎 体重差において、

神経学的予後 及 影響 検討が に ぼす の

仲宗根 瑠花 永井 貞之 菅 秀太郎 阿部 真也、 、 、 、

芦名 満理子 福嶋 祥代 大山 正平 生田 寿彦、 、 、 、

西田 浩輔 藤岡 一路 飯島 一誠、 、

64第 回日本新生児成育医学会 学術集会・ 鹿児島 2019.11.28
34 35 late preterm 1在胎 週 在胎 週 出生 児 修正と で した における

歳半時点 発達指数 比較における の

仲宗根 瑠花 永井 貞之 菅 秀太郎 阿部 真也、 、 、 、

芦名 満理子 福嶋 祥代 大山 正平 生田 寿彦、 、 、 、

西田 浩輔 藤岡 一路 飯島 一誠、 、

64第 回日本新生児成育医学会 学術集会・ 鹿児島 2019.11.28
LPS新生児 用 誘導性急性肺障害マウスを いた モデルに

PFKFB3解糖系酵素 肺血管内皮細胞 血管透おいて は の
過性維持 寄与に する

生田寿彦 宮川一也 藤岡一路 飯島一誠、 、 、 、
江本憲昭

64第 回日本新生児成育医学会 学術集会・ 鹿児島 2019.11.28
胎便懸濁液 腹腔内投与 胎便性腹膜炎ヒト の による モデルマウ

早産児 敗血症 比較スと マウス モデルの

芦名満理子 藤岡一路 仲宗根瑠花 永井貞之、 、 、 、

菅秀太朗 阿部真也 福嶋祥代 大山正平、 、 、 、

生田寿彦 西田浩輔 飯島一誠、 、

64第 回日本新生児成育医学会 学術集会・ 鹿児島 2019.11.28
理想 保育器 目指の を して

医療者 視点の から～ ～
阿部真也

64第 回日本新生児成育医学会 学術集会・ 鹿児島 2019.11.29
Small for gestational age児 生下時 強 酸化は に い ス

状態トレス にある

芦名満理子 仲宗根瑠花 永井貞之 菅秀太朗、 、 、 、

阿部真也 福嶋祥代 大山正平 生田寿彦、 、 、 、

西田浩輔 藤岡一路 飯島一誠、 、

25第 回 自然免疫研究会エンドトキシン・ 所沢 2019.11.30
LPS新生児 用 誘導性急性肺障害マウスを いた モデルに

PFKFB3解糖系酵素 肺血管内皮細胞 血管透おいて は の
過性維持 寄与に する

生田寿彦 宮川一也 藤岡一路、 、 、
飯島一誠 江本憲昭、


